
 

 

 

 

 

カリキュラムポリシー 
 

博士課程前期課程 

 
（分子バイオ科学技術領域） 
 高次の生命現象を分子レベルで解析することで、その基本原理や複雑な機能を根本的に理解し、

これらをバイオ技術として生かすための教育・研究を行う。 

生物の成り立ちを分子レベルで理解するために、遺伝情報の解析とその情報処理技術、ゲノム情

報からタンパク質の機能予測およびその医療・創薬への応用技術、プロテオームやメタボロームな

どの網羅的解析技術、遺伝子工学やケミカルバイオロジーなどの新しい技術と共に、外国語による

コミュニケーション技術や生命倫理・科学者倫理に関しての教育を行う。 

この様な教育・研究を通して、生命現象に関する多くの命題に対して分子レベルでの研究に貢献

でき、人類や地球環境のために役立つ応用技術を開発できる人材を育成する。 

 

（統合バイオ科学技術領域） 
 様々な生命現象を統合的に理解するために、生物個体や細胞の機能について分子生物学、生化学、

細胞生物学、生理学あるいは生態学などの観点から教育・研究を行う。 

生命現象を統合的に理解するために、生命機能を司る生体分子をバイオサイエンスの技術を用い

て改変し、新しい機能を持つ生体分子を創出する技術や、高度に分化した細胞の機能を細胞工学と

微細構造解析を用いて研究する技術、また情報伝達や免疫機構を動植物の個体レベルで研究する技

術、環境における生物の多様な生態系を様々な研究手法で解析する技術と共に、外国語によるコミ

ュニケーション技術や生命倫理・科学者倫理に関しての教育を行う。 

この様な教育・研究を通して、様々な生命活動を統合的に理解し、生命活動の機構解明に貢献す

る人材や人類に役立つバイオ技術を開発する人材を育成する。 

 

博士課程後期課程 

 

 バイオサイエンス領域の諸分野を深く理解するための教育・研究に重点をおき、生命現象の普遍

性原理の追求と人類社会の進歩発展に貢献する研究者、技術者および教育者の育成を目的とする。 

 そのために、研究科に所属する教員のリレー講義を実施するとともに、高い外国語の能力を習得

するための教育と深い生命倫理・科学者倫理に関する教育を行う。加えて、高度な研究と博士論文

執筆につながるきめ細やかな研究指導を行う。 

カリキュラムポリシー、ディプロマポリシー（大学院バイオサイエンス研究科） 



ディプロマポリシー 
 

博士課程前期課程 

 

バイオサイエンス研究科博士課程前期課程では、教育・研究を通してバイオサイエンスの知識に

裏打ちされた問題発見解決能力と自然に対する崇高な倫理観を持ち、社会を支え国際社会でも活躍

しうる人材育成を目指している。 

この様な観点から、バイオサイエンス研究科博士課程前期課程に所定の期間在学し、30単位以上

を修得した上で、以下の条件を満たした学生に修士（バイオサイエンス）の学位を授与する。 

1 分子バイオ科学技術特別研究または統合バイオ科学技術特別研究の成果を修士論文として提 

出後、論文審査に合格している。 

2 バイオサイエンスの高度な専門知識・技術を習得しており、高い生命倫理と科学者倫理を兼 

ね備えている。 

3 研究の目的と背景を理解し、問題の分析と課題の発見ができ、課題の解決方法を見いだすこ 

とができる。 

4 みずからの研究成果を明解に説明できるプレゼンテーション能力を持つと共に、国際化に対 

応できるコミュニケーション能力を習得している。 

 

 

博士課程後期課程 

 

バイオサイエンス研究科博士課程後期課程では、バイオサイエンス分野における高度の知識と技

術を習得し、人々の福祉と幸福の向上に貢献する様々な分野で指導的役割を担うことのできる高い

能力を持った研究者、技術者および教育者の育成を目指している。 

この様な観点から、バイオサイエンス研究科博士課程後期課程に所定の期間在学し、10単位以上

を修得した上で、以下の条件を満たした学生に博士（バイオサイエンス）の学位を授与する。 

1 きわめて高度なバイオサイエンスの専門知識・技術を習得し、それらを生かしてみずから独

創的な課題を設定・展開でき、その成果を学術論文にまとめる能力を身に付けている。 

2 生命倫理と科学者倫理を身に付け、幅広い学術分野での高い見識を有し、豊かで深い人間性 

を持つと共に、人々の福祉の向上のための新技術の開発などの分野で指導的役割を担うことが 

できる。 

3 高度な論理的文章力、プレゼンテーション能力およびコミュニケーション能力を有する。 


